
（様式１）

１　施設名 (所管課）

２　施設所在地
富山市舟橋北町7-1

３　施設設置年度
昭和49 年度

４　設置目的

５　施設概要

６　指定管理者　　　　

７　指定期間
3 年

～

８　利用者数及び利用（使用）料金収入の状況

　(1)利用者数（人）　　※この他、参考となる指標があれば追加

R3 R4 R5 R6 R7
53,292 69,291 75,657 71,647 75,056

　(2)利用（使用）料金収入（千円）
R3 R4 R5 R6 R7

20,410 25,820 24,901 24,298 25,185

　(3)利用料金収入見込み額（利用料金制導入施設の場合）

R3 R4 R5 R6 R7
28,087 28,087 28,087 28,087 28,087

令和7年度指定管理者による公の施設の管理状況評価表

富山県教育文化会館 文化振興室文化政策課

県民の教育及び文化の向上を図ることを目的とする。

①建物の構造　鉄筋コンクリート造(地下1階地上5階塔屋1階)
②敷地面積　　3,242.51㎡
③建物面積　　5,880.21㎡(地下407.24㎡､1階1,576.05㎡､2階1,696.82㎡、
　　　　　　　3階942.16㎡、4階628.95㎡、5階593.57㎡、塔屋35.42㎡)
④施設内容　　ホール(621席)、集会室(180㎡)、会議室(90㎡、45㎡×3)、
　　　　　　　喫茶室(1F)、談話室(1F)、生涯学習カレッジ事務局(2F県占用)、
　　　　　　　同映像センター(3F県占用)､各種団体使用(4F行政財産使用許可)､
　　　　　　　映像センターハイビジョン学習室(5F県占用)
⑤開設　　　　昭和49年7月

公益財団法人富山県文化振興財団

令和6年4月1日 令和9年3月31日



９　評価項目

(1)利用者数･収入の増減に対する評価

(2)サービス向上に向けた取組み

(3)利用促進（収入増）に向けた取組み

(4)利用者のニーズ把握や苦情への対応

①アンケート結果
実施方法
回答者数
結果

結果を踏まえた
改善事項

・ホール利用者に安全で高度な舞台技術を提供できるよう、舞台音響及び舞台照
明の技能資格を有する技術者を配置している。
・平成22年度から高齢者や体の不自由な方への介助技術やホスピタリティを学ん
だサービスケアアテンダント資格者を配置し、接客に当たっている。
・平成26年度からの利用料金等のクレジットカード・電子マネー決済対応に加
え、令和2年度から二次元コード決済に対応し、利便性の向上を図っている。
・平成26年度から車で来館する利用者に対し、高志の国文学館と共同で警備員に
よる案内誘導を行っている。
・平成30年度にリニューアルしたチケット販売システム「アーツナビ」を活用
し、インターネットでの座席指定を含むチケット購入や最寄りのコンビニ（ファ
ミリーマート）でのチケット代金決済・チケット発券サービスを提供している。
・5階有料会議室の椅子のクリーニングや楽屋、廊下など共用部分のじゅうたんク
リーニングを実施し、随時、利用環境の整備および補修を実施している。

・平成26年度から施設のリアルタイムな予約情報をホームページに掲載し、空き
日利用の促進に努めている。
・イベントガイド、ホームぺージを活用し、利用料金の割引プランやワンストッ
プサービス(看板、生花の手配等)のより一層の周知を図り、ホール等の利用促進
を行っている。
・令和2年度に県が整備した有線LAN（情報コンセント）及びデジタル映像配信機
器の利用促進のため、インターネット環境の提供、LANケーブル等の貸出を無料で
行っている。
・令和7年度に県が整備した公共施設予約システムに対応し、利用者がスマホやパ
ソコンで施設の空き状況を検索したり、予約及びキャッシュレス決済ができるこ
とをPRしている。

ホールの催事件数は85件で昨年度より5件（利用率換算2％）増加した。興行業者による
有料催事（音楽コンサート、演劇等）や各種文化団体の記念事業の増加が要因と思われ
る。集会室がホール利用者の控室となることも多く、集会室の利用件数は昨年より32件
（利用率換算4％）増加した。総じて、年間の利用者数・利用料金収入とも増加した。

利用者からは概ね満足の声を頂いており、引き続き利用者サービ
スの向上に努めてもらいたい。

総合的満足度86.5%（職員の対応や設備・備品の状態、清掃の状
況など総じて満足度が高い）

実施期間：通年、実施方法：利用時にｱﾝｹｰﾄ用紙を配布
回答者数：617人



②その他利用者の声を反映させる取組み

(5)個人情報保護の取組み

(6)関係団体との連携

(7)施設・設備の維持管理

(8)危機管理・安全管理などの取組み

10　所管課の管理運営確認状況 有／無 回数(有の場合)
　①定期報告の受理　 有 12
　②維持管理・運営状況等の担当職員現地確認 有 5
　③個人情報に関するトラブルの有無　 無 ー

　④危機管理・安全管理上のトラブルの有無 無 ―

【トラブルの具体的内容と対応】

適切に管理されている。

・利用者駐車場が満車で止められない。
⇒ホームページに満車予想日の情報を掲示するとともに、駐車場に警備員を配置
し満車時には近隣の有料駐車場（土日・祝日には、一般開放している県職員仮駐
車場）へ誘導した。
・無料Wi-Fi機能［FREE SPOT]の充実。
⇒利用者の利便性向上のため、1階ロビー全体にインターネット接続環境の改善を
図った。

・施設利用者や主催する企画事業の運営委員の方々から、直接、施設運営等に関
する意見を聴取した。
・アンケート調査を実施するとともに、ホームページにご意見箱を設けている。
指定管理者が実施する企画事業では、ホール利用者がスマホで回答できるアン
ケート集計を実施している。

③主な苦情と対応

無

・ホールの舞台機構・音響・照明設備や館内各種設備の自主点検チェックリスト
を作成し、日常から職員が安全点検を行うとともに、定期的に専門業者による保
守点検を実施している。
・非常時のマニュアルや（保守点検業者やインフラ設備の連絡先を含めた）緊急
電話連絡表を作成するとともに、年2回の自衛消防隊による防災訓練を実施してい
る。
・指定管理者において作成した熱中症への対応フローを職員に周知するなど、熱
中症対策の強化を図った。

個人情報を管理する責任者が決められ、管理も適切にされている。

各種文化団体の主宰者から厚い信頼を得ており、指定管理者が主催する企画事業を通
じて、文化の発展および伝統芸能の継承に資する取組みを行っている。また、県民カレッ
ジ事務局や近隣の高志の国文学館と連携事業を実施し、相互の来館者および受講生の
増加に寄与している。



11　今後の課題等（収入確保、経費削減、サービス維持向上等の観点から今後の課題を記載）

  　　・ホールの舞台設備を含む施設躯体の老朽化が進行しており、早期の改修・修繕
が必要な箇所が散在している。工事実施までの間、施設利用に支障が生じないよ
う、こまめな自主点検および専門業者による定期点検を実施するとともに、故障
発生時には迅速かつ適切な対応に努めてもらいたい。

・会館を利用する文化芸術団体等と連携しながら、伝統芸能をはじめとする幅広
い分野の芸術文化に触れ合うことのできる企画事業の充実、県内アマチュア芸術
団体の創造活動の拠点として中心的な役割を果たせるように取り組んでもらいた
い。

・施設内に入居する多くの社会教育団体や県民カレッジ事務局、喫茶店など、関
係団体との連絡・調整を密に行いながら施設の維持管理と経費節減に努めるとと
もに、関係団体による諸活動と一般の来館者の利用の調整など施設の統括者とし
ての役割を果たすことを期待したい。


